宇都宮大学　語学能力確認書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教員名（自署又は記名押印）：　　　　　　　　　　　
１．候補者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　（国籍：　　　　　　　　）
２． 語学要件具備の確認：次のうち、該当するもの２つ（①～③から１つ、④～⑦から１つ）に〇をつけてください。
	言語
	該当するものに○
	語学要件
	提出資料

	日本語
	
	①日本語能力試験（JLPT）のレベルN2以上に合格している。
（※公募開始から２年以内に取得したもの）
	語学試験スコア証明書（写し）

	
	
	②日本の大学院修士課程・博士課程（前期）又は博士課程（後期）への入学資格を満たす教育課程を、日本語を主要言語として修了した・あるいは修了見込みである。
	卒業（修了）証明書または
卒業（修了）見込み証明書

	
	
	③①相当以上の日本語能力を有していると受入大学において判断できる。
	裏面「面談・評価シート」のとおり面談を実施し、提出してください。

	英語
	
	④CEFR B2相当以上の資格・検定試験のスコアを有している。
（※公募開始から２年以内に取得したもの）
	語学試験スコア証明書（写し）

	
	
	⑤日本の大学院修士課程・博士課程（前期）又は博士課程（後期）への入学資格を満たす教育課程を、英語を主要言語として修了した・あるいは修了見込みである。
	卒業（修了）証明書または

卒業（修了）見込み証明書

	
	
	⑥④相当以上の英語能力を有していると受入大学において判断できる。
	裏面「面談・評価シート」のとおり面談を実施し、提出してください。

	
	
	⑦（①～③の要件を満たしている場合のみ）TOEFL iBT 54以上もしくは，TOEIC 650以上（またはそれらと同等以上）の英語能力を有する。
	語学試験スコア証明書（写し）


３．日本語能力に関する面談実施方法及び評価方法
（１）面談実施方法

・語学能力の確認に関する面談は、本学教員３名以上により、実施する。

・評価項目は、各言語について下記①～③の３項目とし、口頭により試問を行う。
【日本語】（※参照：日本語能力試験（JLPT）N2　認定の目安）
日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる

〇読む

①幅広い話題について書かれた新聞や雑誌の記事・解説、平易な評論など、論旨が明快な文章を読んで文章の内容を理解することができる。

②一般的な話題に関する読み物を読んで、話の流れや表現意図を理解することができる。

〇聞く

③日常的な場面に加えて幅広い場面で、自然に近いスピードの、まとまりのある会話やニュースを聞いて、話の流れや内容、登場人物の関係を理解したり、要旨を把握したりすることができる。

（２）評価方法

・①～③の各項目について「合」・「否」で評価し、３項目の総合評価とする。

・総合評価は、３項目中全ての項目が「合」の者を日本語能力試験（JLPT）N2相当以上の日本語能力を有していると判断し、「合」とする。

【面談・評価シート】※当てはまる項目に☑を入れてください。
	実施日時
	〇年〇月〇日（　）　○○:○○～○○：○○



	面談言語
	日本語


	面談方法
	□直接の対面による面接　
□インターネット（具体的に記入：　　　　　　　　）を利用した面接
□電話による面接
□その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	評価者
	所属・職位
	氏名

	
	
	指導　教員

	
	※事前に留学生・国際交流室にご相談ください。
	

	
	※事前に留学生・国際交流室にご相談ください。
	

	評価項目
	総合評価

	①
	②
	③
	

	合・否
	合・否
	合・否
	合・否

	【日本語能力試験（JLPT）N2相当以上の日本語能力を有していると判断した理由】

※面談内容と学生の受け答えの状況を含め、具体的に記載してください。
（例）
評価項目①について、…
評価項目②について、…
評価項目③について、…
以上により、総合評価は、…



